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めっきパルプ繊維を用いた電界シールドシートの開発  
 

 ○上野 武司 *1)、竹村 昌太 *2)、島田 勝廣 *3)  

 
１．はじめに  
 本研究では、離解したパルプ繊維の表面をめっ

き処理して導電性を付与し、抄紙して導電性をも

つ導電紙を形成した。作製したシートを図 1 に示

す。このシートは、電界シールド性能を示すこと

から、電磁波シールド材として用いることができ

る。本試みは、パルプ繊維の有効活用法の一つと

して提案する。  
 
２．実験方法  
 電界シールドシートの作製プロセスを図 2 に示

す。シートは、まずパルプ繊維を離解し、その繊

維一本ずつに無電解ニッケルめっき（カニゼン法）

を用いて繊維表面を金属化（導電性を付与）した

めっきパルプ繊維を作製する。このめっきパルプ

繊維とパルプ繊維を混合・抄紙することにより、

シートを作製する。本研究では、めっきパルプ繊

維の混合比率を体積比で、0.2、0.4、0.6、0.8 と変

えて作製した。電磁波シールド効果は、KEC（関

西電子工業振興センター）法により評価した。  
 
３．結果・考察  
 めっきパルプ繊維の混合比率に対する電界シー

ルド測定結果を図 3 に示す。混合比率を高めるこ

とにより導電性が高まり、その結果電界シールド

効果が高くなっている。測定結果は、シェルクノ

フの式による計算結果と一致する。これらのシー

トは、30dB 以上の電界シールド効果があり、電磁

波シールド材として一般的な値を示している。  
 電界シールド効果を高めるために、電界シール

ドシートを厚くする方法、めっきパルプ繊維シー

トと紙による多層化する方法を試みた。その結果、

多層化が有利であり、めっきパルプ繊維シートを

1 層増やすことにより、約 10dB の効果を高めるこ

とができた。これは、理論的に 1 層増やすことに

より 6dB 増加することと一致する。  
 
４．まとめ  
 めっきパルプ繊維による電界シールドシートを

作製した。このシートのシールド性能は、めっき

パルプ繊維の混合比率を高めることが有利であっ

た。また多層化も性能向上に寄与した。  
 

*1)電子・機械グループ、*2)表面技術グループ、*3)交流連携室  
H21.3～H22.4 【基盤研究】古紙を利用した電磁波シールド紙の開発  

図 3. 電界シールド効果  

図 1. 作製したシート  

図 2. シート作製プロセス  

めっきパルプ繊維の混合と比率（体積化） 
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表 1. 放射エミッション測定の代表的

な不確かさ  

EMC サイトにおける ISO/IEC17025 認定取得での課題と今後の展開  
 

○髙橋 文緒 *1)、大橋 弘幸 *1)、大森 学 *1)  

 
１．はじめに  

多摩テクノプラザ EMC サイトは、平成 25 年 2 月 27 日、株式会社電磁環境試験所認定

センター（VLAC）より ISO/IEC17025 の試験所認定を受けた。ISO/IEC17025 は、試験・校

正業務の品質マネジメントシステムを確立し、試験・校正結果の国際的な互換性を実現す

るために不可欠な国際規格であり、この認定を取得することで国内のみならず海外に通用

する試験結果の提供が可能となる。   
ISO/IEC17025 認定取得に際し、技術的要求を満たすために測定手順の確立、測定経路の

不確かさの要因の確認、EMC サイトの測定不確かさの算出を行った。その中から、試験結

果の信頼性を示す EMC サイトの測定不確かさの算出についての検討内容と、認定取得後

の今後の展開について報告する。  
 

２．不確かさの算出  
EMI試験においては、試験方法の性質から厳密で計量

学的および統計学的に有効な測定の不確かさの算出が

できないことがある。このような場合に試験所は、少な

くとも不確かさの全ての要因の特定を試み、例えば、経

験または妥当性確認のデータ活用などによる合理的な

推定を行い、不確かさについて誤った印象を与えないこ

とが要求される。  
CISPR16-4-2 に記載される放射エミッション測定の

不確かさを表 1 に示す。各項目は、試験器の仕様もし

くは外部の校正結果より与えられた数値を使用する不確かさと、内部の校正結果もしくは

サイトの特性を検証することにより求められる不確かさがある。後者の不確かさに関して

は、校正方法やサイトの特性を見直すことにより、不確かさを改善することが可能となる。

そのため、不確かさ要因で割合の大きいサイト補正の項目に関して検討を行った。  
検討内容は、30~1000MHz のサイト検証方法である正規化サイトアッテネーション

（NSA）および 1GHz~6GHz のサイト検証方法であるサイト VSWR（SVSWR）により行っ

た。結果は、NSA では規定値±4.0dB 以内に対し±2.5dB と良好な結果となった。また、

SVSWR では規定値 6dB 以内に対し 5.2dB となったが、サイト内配置変更によって 0.5dB
の改善を行うことができたため、不確かさにおいて±0.3dB の改善となった。  
 
３．今後の展開  

ISO/IEC17025 認定取得範囲は、情報通信技術装置のエミッション測定の分野で、測定可

能周波数範囲の上限が 6GHz となる。近年の高周波化に伴い、6GHz 以上の測定の要求が高

まると考えられる。今後は、それらに対応できるよう手順書などの整備を行う予定である。  
また、エミッション測定の対となるイミュニティ試験に関しては、試験器のトレーサビ

リティの確保および不確かさの算出を行い、試験結果の有効性を高めることが今後の目標

である。  
 
４．まとめ  

ISO/IEC17025 認定取得に必要となる不確かさについて検討を行い、値を改善した。さら

なる信頼性の向上を行うために不確かさの改善検討を継続して実施する。  
 

*1)電子・機械グループ  
H22.4～H24.3 【基盤研究】EMC サイトにおける ISO17025 測定手順の確立と不確かさの算出 

入力項目  
受信器の読み  
減衰量  
アンテナ係数  
受信器の補正  
アンテナ~受信器間の不整合  
アンテナ補正  
サイト補正  
周囲雑音  
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